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之を能率化し， 産業化するための方法はすべて今後の研究にまつわけで，経

済的に成立つかどうかの見と うしはまだ立っていない。室内で胞子付けをす

るとい う場合，胞子をつけるのによい時期が秋のごく短い期間で，一年のあ

との大部分は設備が遊んでしまう点が特に経済上の現m点になるだろう。

なお糸;伏体からの胞子をすぐ利用するかわりに，早く夏~初秋に室内で

育てて， 之から出る胞子又はすりつぶ して出る細胞をヒピ等につけるのが能

率的だとい うこ とが倉掛氏(愛知水試)により提唱されている。

このほか，糸;伏体をへて二代田のノリを育て， 種類，品質の性質の昨認

が行われ始めている(須藤Lというのは，アマノリ類は外形が簡単でしかも

環境条件で変化し易いので，種類の性質がつかみにくいためである。追伝の

研究，更に品質改良に進展出来るかもしれない。

こうした日新ら しい仕事にのみとびっかずに，むしろ糸j伏体の知識をも

って， 従来の胞子をつける場所をしらベなおし， まだ未利用の場所を見つけ

出すという ことにもっと努力がはらわれて もよいのではないだろうか。
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陥l肢のない単ーな多核細胞体，&.ぴ後に!偏艇が11¥来て多くの多核謀IIIJJ@.からなるf本，或

は生殖l時にだけ多;該の体 となるものを者三者は Siphonoclada!es，Siphona!es &.ぴ Dasy-

cladalesの3~加こ入れて ノ、 ?イ援の積類を研究してν 、る。

この分類系は大休 BORGESEN(1948)にi{sじ，従来 Siphonocladalesに入れ られてν、

た C!adophoraceaeを segregativedivisionをしなν、J}.等により， との族から分湖tして

いるが之には多少疑I}J]がある械である。 叉 Siphonalesに入れられてν、た Vaucheriaceae

を生殖細胞の形態拳，及ひ'他の生現象iJ~J立場に被る SMITH のi況をと 日 ， Xanthophyceae 

に移しているのが著 しい純である。

Si phonocladalesは多くの多核細胞からなり，不規則な分枝をし，segregative divi-

sionを行い，色素f本の市1m伏をなす族であ り， 之にハワイ践の4科， 7 FJ3， 12椀 ("Ilの1は

新磁)が色合されてν、る。
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叉， Siphonalesは FELDMANNによ りCaulerpales及び Eusiphonalesに分隊され

たが，潜Z者は OLTMANNSの説によ !J，休に|偶)換がなく ，体は非相羽Lfで，石灰を被るもの

があ り，色素体はがj)伏に迎絡せず， 商~I尚子は築設f本自身に，叉は甑~f尚子裂に lJj来るものを

との族に入れている。 之には 3科， 7 fJil， 19磁 (中の3は新磁，更にその2は Silvaのミ

ノレ廊の新種)が記滅されてν、る。

夏に， Dasycladalesは PASCHER (1931)が放射相栴の体を有する事により 前の2族

から分離 した説に より，体制稿!民がなし生町古時にだけ多;核，石灰を被 り， 色素体は綱!伏

に連絡せず，配偶ヲーは飢{尚子議中に出来る族とし，之に 1科. 3filJ， 6額(中の1は新種)

が明かにされてU・る。

(北大現象部純物塁手数室 l坂井);Ii!:志雄)

撃曾銭事

木曾令長山問主:;;男教授は去る7月r.llf[j， ノーノレウエ ー図， ト ロ ン ~.-'、イムIIJに於ける

第コ回図際行手渡京間討議令 (2ndInternational Sea;weeds Symposium)に日本代表とし
て出席のため 7 月上旬務関空港 を :l， ~遣 さ れ， 同令議終了後， ノレ ン ト1 ダ プリ ンを始め欧I:1H

9ケ闘の著名な るノ、ーバ リューム及び大路， 研究所等を歴訪，約 2mi月間の長迭の旅行 を
終えて9月6日知事鏑捗jされた。
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